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色覚の多様性は， コ ン ピュ
ー タ画像等を用い た美術教育へ ど

のように影響する か
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1，研究目的
こ の 研究の 特色は、美術 における色彩感性教育の

立場か ら、色覚の ヴ ァ リエ
ー

シ ョ ン が絵画 ・デザ

イ ン作品 に どの よ うに反映 され て い る か を詳細 に

検討 し、明らか にす る こ とにあ る 。色覚 につ い て

健常とされ る 人 々 の 問に も、ヴ ァ リ エ
ーシ ョ ン が

存在 し、そ の 色覚成分 の 差異は 、なん らか の 形 で

表現され た絵画 ・デザ イン作品に も影響を及 ぼ し

て い る と考 え られ る。
テ キ ス タ イ ル や織工 芸 で 色違 い の デザイ ン を行 う

時や ス
ー

ラや シ ニ ャ ッ ク の ように点描で 描写表現

を行 う時，小 さなヴ ァ リエ
ー

シ ョ ンの 差が大 きく

印 象を変 え る。 こ の よ うな作業 をす る 際、色覚異
常 の 問題 と合 わせ て 思 い 浮 か べ がちな の は 、い わ

ゆ る石原式をは じめ とする色覚検査表の 文字の 判

別の 問題で あ る。
石原 式色盲検査 表の 特色は、混同色度線 ．ヒの 赤 ・

緑の 色 の 対 の 他 に、弁別 しやす い 黄 ・青が使われ

て い る こ とにあ る。 こ の こ とは 、赤緑色覚特性が

標準 と異なる者に と っ て 、明確に判別で き る黄 ・

青が入る こ とによ っ て 、混同色度線上 の 赤 ・緑の

色の差 をい っ そ う小 さ く して しま う 。 石原式色盲

検査表が ごく軽度 の 色覚異常も見 い だすこ とが で

き る と国際的に評価され ，またそれが ゆえ に厳 し

す ぎ る と嫌われ て い る 所以 で ある 。 ま た、標準的

な 色覚 の 者 に は 逆 に 弁別 し や す い 赤 ・緑の 点が

入 っ て い るゆえ に読めな い 表 もあ っ て 、そ こ に使

われて い る色 をよ く吟味す る と、異な っ た色覚世

界が表現されて い るとい う点で 、私の ような表現
の 研究 を して い る 者か ら見 る と 興味深 い 。 し か

し、もち ろ ん色覚の ヴ ァ リ エ
ーシ ョ ン の 問題は 、

石原式色盲検査表 の 文字が読め る読め な い の 問題

に あるで はな い。色と色の 差を どの く ら い大き く

感じるか の 問題は、絵画 ・デザイン で 色彩構成 を
す る際、全 く異な っ た問題 と して扱わ れて い る。
多く の 色が同時に用 い られ た状態で色 の 差の 情 報

か ら形 の 情報 を読み 出す と い う作 業を行 っ た 時
に ．同 じも の を見て い る にもか かわ らず、個 々 の

色覚特性の 違い の た めに異なる情報を読み と り印
象を大き く変え る こ とがあ る と私は考え て い る。
1986 年、Nathans ら”　L｝ によ っ て色覚の 遺伝子が

解明され て 以来、ヒ トに は赤お よ び緑錐体視物質
の 色 覚 遺 伝 子 に 異 な っ た 遺伝 子 で あ る 多型 性
（polymorphism ）が存在する こ とが指摘されて き

た 。 589nm の 黄色の 光を等色する時に、赤と緑 の

混合比が個 々 に よ っ て 異な る こ とに つ い て は 、以

前よ りRayleigh 等色の 名で よ く知 られて きた。眼

科の 色覚検査 にお け る ア ノ マ ロ ス コ
ープも こ れ を

応用 したも の で ある 。 Neit が ｝ 4 ｝
らは独自の 方法

で 、Rayleigh 等色 を行い、色覚正常 と さ れ る 群の

分布が男性で は2 峰性、女性で は 3 峰性を呈す る こ

とを示 し て い る 。 ま た 、 北原 ・山 口 ら
［　） 6 ） に よれ

ば赤遺伝子
・緑遺伝子 、または赤一緑融合遺伝子の

網膜内における発現量は異なる とい う。

2． 研究経過
1996 年よ り1998 年に か け て 、パ

ー
ソ ナル コ ン

ピ ュ
ー

タ を用 い て画像を制作する 学生の 色彩感性

を育成するため に、適切と思われる電子 パ レ ッ ト
を 作成 し た 。 文 ni°

−15｝

1997 年 9月 の 第28 回色彩学会と同年 11月 の カ ラ
ー

フ ォ
ー

ラム 97 で個 々 の被験者の黄緑選択の分光 分

布 には、 R 光 の 山が 高い タイプ 、　 G 光R 光 の 両方　 、
が高 い タ イプ、G 光辺 りの 山が 高い タ イプがみ ら

れ た こ とを報告 した 。 こ の 3 つ の タイプを典型 とし

て それぞ れ の 中 間型が分布す る。そ して 、典型 的
なそれ ぞれ の タイブは、どの 色選択をみ て も R 光

が高い 、G 光が高いな どの 傾向が見 られるこ とが

わ か っ た。1998 年 5月 の 第29回色彩学会では、こ

の 3 つ の タイブを輝 度 と色度 の 色分布 の 形状か ら、
3 つ の タイプに分け分析を進めた。3 つ の タイブ

は、ジグザ グ型（R 光の 高い タイプ）、サークル型

（R 光 G 光の 両方が高い タイプ）、らせ ん型 （G
光が高い タイプ） と仮称 し、それぞれ典型的なタ

イ プの 被験 者が どの よ うな色選 択 を行 っ て い るか

に つ い て 示した。

3． 実験

今回は、1998 年5月に発表 した ジグザグ型（R 光 の

高 い タイプ）、サ ー
クル 型 （R 光 G 光の 両方が 高

い タイプ）、らせ ん型 （G 光が高い タ イプ）の 被

験者の作品 を直接測色 し 、 各タイプの 色選択 と作

品 に使われ て い る色を比較 し 、

一定の 傾向が見 ら

れ る か どうか分析 した 。 測色に用い た分光測色計

は、ミノル タ （株）の CM − 503iで ある 。 被験者で

あるジグザ グ型 1 名、サ
ー

クル型 1 名、らせん型 1
名 に依頼 し、デザイ ン の 色彩構成 の 課題 を研究 の

た め提供頂い た。各被験者の 作 品を 1点ずつ 計3 点

を測色し 、 色度園上 に示 した。

Fig．1は、上段が各被験者の 色選択、下段は各被験

者 の 作品 の 色を測色 した結果で ある。Fig．2は、上

［：＝ ：＝二：二二 二 二二＝＝ ＝ ＝ 11。
ectronlc 　 l　 rary 　
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Fig．1 各 タ イプ の 被験者の 色面構成 の測色値
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Fig．2 各タイプ の被験者の 色面構成の 測色値
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段は各被験者の 色選択を輝度をZ 軸に して 示 し、下段は各被験者の 作品の 色を測色し反射率Y をZ軸に して示

した 。 そ れぞれ の タイ ブの 特徴が作品に どう現れ て い る か は、現在分析中で あ る。
＊ 本 報 告 は 平 成 10年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 （奨 励 研 究A ；課 題 番 号 10780117 ） の補 助 を 受 け て 行わ れて い る。
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